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「農業をはじめる」をサポートする取り組み

農業委員会視察研修を終えて～長野県伊那市・新潟県妙高市～…… ｐ４～５

第25期農業委員及び農地利用最適化推進委員を募集します…… ｐ６～７

おれらの組織紹介（佐々木地区）・編集後記・インフォメーション…… ｐ８

2023.

11月号

シルバー人材センターではシルバー人材センターでは
加治川地区の会員有志等が加治川地区の会員有志等が
集まって、門松作りの伝承集まって、門松作りの伝承
を絶やさぬよう取り組んでを絶やさぬよう取り組んで
います。います。

新年に向けた「門松」製作の作業（写真提供：（公社）新発田地域シルバー人材センター）

回覧
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　「農業をはじめる.JP」が主催する「After５就農セミナー」は全国各地から毎月Live配信されてい
ます。令和４年10月は２回続けて新発田市から新規就農者が登壇し、就農までの経緯や苦労などを
お話しいただきました。
　新発田市からお届けした１回目（10月14日）は、小規模いちご栽培を行う若杉智代子さんとサ
ポーター役として新発田市農林水産課からお二人が出演され、若杉さんからは就農までの経緯や現
在の６次化を含めたさまざまな取組みについて、農林水産課のお二人からは新発田市の農業状況と
新規就農者へのサポートについてお話しされました。また、２回目（10月28日）には、新規就農１
年目の堀川紀子さんとサポーター役として先輩農業者で農業委員でもある若杉智代子さんが再度出
演されました。堀川さんからは就農までの経緯や１年目の現状、若杉さんは新規就農したい、農業
に興味があるという方に先輩農業者と農業委員の立場からどのようにサポートしていくかについて
お話しされました。今回はこの内、令和４年10月28日の２回目にスポットをあて特集させていただ
きます。

今号では新規就農したい、興味があるという方向けに

「農業をはじめる」をサポートする取組み を紹介いたします

堀川　紀子さん 視聴者の質問に答える堀川さんと若杉さん

＊�堀川さんの内容も含め、新発田市から２回に
亘って配信されたセミナーの内、新規就農者
のお話しが右記の二次元コードよりご覧いた
だけます。

　「農業をはじめる.JP」は、農林水産省と一般社
団法人全国農業会議所が運営する農業に興味を持
ち、就農を検討している人に必要な情報を一元的
に閲覧できるポータルサイトです。農林水産省だ
けでなく、関係省庁や自治体、JAグループ等が
行っている支援やサービス、民間企業等が実施す
る農業体験や農業研修、就農相談会等に関する情
報が掲載されています。

若杉さん
出演

堀川さん
出演

農業をはじめる.JP
ホームページ

当日は全国から
約100名の方が
視聴されました



3 令和５年１月号

　令和４年から新発田市紫雲寺地区に約18aの畑を
借りて、イチジクの栽培を始めました。新規就農者
の堀川紀子です。出身は埼玉県春日部市です。大
学・大学院の農学部を卒業し、稲作農家さんと関わ
りながら仕事をしてきました。結婚を機に新潟県に
きて、新発田市には９年前に移住し住まいを構えま
した。子育てをしながら保育士として勤務したの
ち、新潟のイチゴや柿、和梨、洋梨そしてイチジク
などの果物のおいしさを改めて実感し市内の果樹野
菜農家さんのもとで果樹栽培について研修や勉強を
させていただきました。そしてさまざまな多くの人達からご支援とご協力をいただき、令和４年３
月に認定新規就農者として認めていただきました。
　現在約700個のコンテナにイチジクを植えて栽培しています。栽培品種は、桝井ドーフィン、ビ
オレソリエス、バナーネ、ブリジャソットグリースの４種類ですが、来年は蓬莱柿にもチャレンジ
してみたいと思っています。今年は潅水工事などの大掛かりな工事があったので移植のタイミング
が遅れてしまい、収量が予想より少なかったこと、また暑い９月から肌寒い11月にかけて熟度の判
定が様変わりして難しかったことなど、改めて商品としてイチジクを生産する難しさを実感しまし
た。気候変動の大きい昨今で、できる限り安定した品質のイチジクを生産できるよう頑張っていき
たいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

令和４年度
新規就農者のご紹介

皆さんのお悩みにお答えします
「農業支援ワンストップ窓口」

⃝ 農業支援ワンストップ窓口とは
　  �農業者、新規就農者、またこれから就農したい方の農業についての悩みや支援などについて相談に
のる窓口です。皆さんが相談に訪れやすい環境を整えるため、相談内容に応じて、関係する機関が
一堂に会します。さまざまな悩みにお答えする相談会ですので、ぜひ、お気軽にご利用ください。

　  
　  ■開 設 日：毎週水曜日（事前申込があった場合のみ）

　  ・時　　間：午後１時30分～３時30分　　　　
　  ・会　　場：加治川庁舎３階会議室

　  ・申込方法：事前予約制（相談希望日の２週間前までに申込み）

　  ・主な相談内容：①新規就農相談　②集落営農の組織化・法人化　③法人設立準備や手続き

　  　　　　　　　　④各種支援制度　⑤農業経営の多角化・複合経営相談　⑥GAP取得　⑦その他

　  ・対応機関：�新発田地域振興局、JA北越後、農業委員会事務局、農林水産課　等

【申込先】　農林水産課農業経営推進係（☎33-3108）
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伊那市　長谷地区にて撮影、奥に棚田が見えます。

屋外にも出て無農薬、無肥料による自然栽培に関する説明をしていただきました。

　
今
年
度
は
、
長
野
県
伊
那
市
と
新
潟
県
妙
高
市
に
受
入
れ
先
と

し
て
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
、
よ
う
や
く
３
年
ぶ

り
に
視
察
研
修
が
実
施
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
日
は
伊
那
市
で
日
本
の
原
風
景
の
残
る
長
谷
地
区
の
棚
田
に

て
、
株
式
会
社
ワ
ッ
カ
ア
グ
リ
さ
ん
か
ら
「
有
機
農
業
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
の
圃
場
視
察
と
社
長
の
細
谷
さ
ん
か
ら
の
講
演
を

聴
講
し
て
き
ま
し
た
。

　
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
南
ア
ル
プ
ス
か
ら
湧
き
出
る
水
を
用
水

と
し
て
利
用
し
て
、
無
農
薬
、
無
肥
料
に
よ
る
自
然
栽
培
で
あ
る

こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
中
に
『
カ
ミ
ア
カ
リ
』
と
い
う
品
種

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
品
種
は
静
岡
県
の
個
人
農
家

が
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
異
変
種
と
し
て
発
見
し
、
全
国
で
許
可
を
得
た

６
農
家
し
か
栽
培
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
販
売
に
つ
い

て
は
親
会
社
の
ワ
ッ
カ
ジ
ャ
パ
ン
が
受
け
持
ち
、
健
康
意
識
の
高

い
、
安
全
を
求
め
る
方
々
向
け
に
海
外
輸
出
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は
積
極
的
な
質
問
が
あ
が
り
、
ま
た
、
古

民
家
を
改
造
し
た
体
験
型
民
宿
に
よ
る
施
設
の
活
用
方
法
な
ど
に

つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
視
察
研
修
を
終
え
て

令
和
４
年
11
月
16
日
、
17
日

長
野
県 

伊
那
市
・
新
潟
県 

妙
高
市
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伊那市　長谷地区にて撮影、奥に棚田が見えます。

屋外にも出て無農薬、無肥料による自然栽培に関する説明をしていただきました。幅広い販売先、海外にも販路を築くバイタリティに感銘を受けました。

二日目は妙高市農業委員会会長である安原義之さんから、ご講話をいただきました。

　
お
米
の
販
売
面
で
は
合
計
で
１
万
俵
、う
ち
40
％
が
玄
米
販
売
、

60
％
が
白
米
販
売
で
年
間
契
約
販
売
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
そ
の
中
に
は
東
京
都
の
教
育
委
員
会
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、

更
に
は
米
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
に
も
輸
出
し
て
お
り
、

販
路
を
築
く
そ
の
手
腕
に
は
、
驚
く
と
と
も
に
感
銘
を
受
け
た
次

第
で
す
。

　
こ
の
二
日
間
の
研
修
で
感
じ
た
こ
と
は
、
ど
ち
ら
の
視
察
先
様

も
独
自
性
の
あ
る
お
米
栽
培
か
ら
付
加
価
値
を
高
め
、
有
利
な
販

売
先
を
確
保
し
て
経
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
草
刈
り
作
業
等
は
す
べ
て
下
請
け
と
し
て
近
隣
の
農
家

さ
ん
に
委
託
し
て
い
る
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
し
、
補
助
金
や

助
成
金
を
利
用
し
建
設
し
た
施
設
を
近
隣
の
農
家
さ
ん
に
も
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
先
進
的
な
取
り
組
み

だ
け
で
な
く
、
地
域
で
協
力
し
合
っ
て
い
る
こ
と
に
共
通
点
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
　
　
農
政
推
進
部
会
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
本
間
　
德
英　

　
つ
づ
く
二
日
目
は
、
妙
高
市
の
「
道
の
駅
あ
ら
い
」
を
会
場
に
し
て
地
元
の
農
業
委
員
会
会
長
で
あ

る
安
原
会
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
会
長
自
ら
経
営
す

る
法
人
で
の
体
験
談
や
、
お
米
の
販
売
先
等
の
大
変
意
義
の
あ
る
興
味
深
い
お
話
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
豪
雪
地
の
自
然
の
恵
み
で
あ
る
雪
を
利
用
し
た
建
設
中
の
雪
室
保
存
倉
庫
も
、
外
側
か
ら
で
し
た

が
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
経
営
面
積
は
約
80 

ha
の
耕
作
面
積
で
、
そ
の
法
人
の
構
成
員
16
人
。
内
訳
は
代
表
を
含
む
３

人
が
営
業
、
現
場
管
理
が
８
人
、
事
務
２
人
、
精
米
が
３
人
と
い
う
構
成
で
運
営
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
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★ 

農

業

委

員

１　

�

業
務
概
要 

及
び 

募
集
人
員
等

●
業
務
概
要

　

�　
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
な
ど
の
申

請
の
審
議
を
行
う
ほ
か
、農
地
法
及
び
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
等
で
規
定

さ
れ
る
業
務
（
農
地
集
積
・
集
約
化
の

推
進
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
人
員　
19
人

●�

任　
　
期　
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
た
日

（
令
和
５
年
７
月
20
日
の
予
定
）
か
ら
３

年
間

●�

報　
　
酬　
月
額
２
０
，８
０
０
円
に
、

市
長
が
別
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額

（
市
議
会
２
月
定
例
会
で
令
和
５
年
度
当

初
予
算
案
が
議
決
さ
れ
た
後
に
決
定
し

ま
す
。）

●
身　
　
分　
特
別
職
の
非
常
勤
職
員

２　
被
推
薦
・
応
募
資
格

　
農
業
に
関
す
る
識
見
及
び
農
業
振
興
に

熱
意
を
有
し
、農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
農
業
委
員

会
の
所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
、そ
の
職

務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
、就

任
予
定
日
に
お
い
て
、次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
者

　
①�　
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
者

　
②�　
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

　
③�　
兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
政
委

員
会
の
委
員

　
④�　
中
立
委
員（
農
業
委
員
会
の
所
掌
に

属
す
る
事
項
に
関
し
利
害
関
係
を
有

し
な
い
者
）に
つ
い
て
は
、農
業
を
営

ん
で
い
る
者

３　

�

推
薦
・
応
募
受
付
期
間 

及
び 

手
続
き

　
募
集
要
項
及
び
推
薦
書
・
応
募
書
は
、新

発
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
ほ
か
、
次
の
担
当
窓
口
及
び
豊

浦
・
紫
雲
寺
の
支
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

●�

受
付
期
間　
令
和
５
年
１
月
30
日
（
月
）

か
ら
令
和
５
年
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

●
提
出
書
類　
推
薦
書
又
は
応
募
書

　

�　
推
薦
書
・
応
募
書
は
、
令
和
５
年
２

月
28
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
又
は
直
接
持
参
で
、

次
の
担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
期
限
内
必
着
。直
接
持
参
す
る
場
合
は

午
後
５
時
15
分
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
）。

　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
加
治
川
庁
舎
内
）

　
　
〒
９
５
９
‒
２
４
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５

　
　
新
発
田
市
住
田
５
１
０
番
地

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
５
４
‒
３
３
‒
３
９
３
０

　
　

E-m
ail

：�no
ugyo

u@
city.

shibata.lg.jp

４　
審
査
方
法

　
審
査
会
に
よ
る
審
査（
必
要
に
応
じ
て
面

接
等
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

５　
審
査
の
結
果
通
知

　
令
和
５
年
５
月
末
ま
で
に
応
募
又
は
推

薦
を
受
け
た
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

６　
そ
の
他

　
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
同
時
に
応
募
し
、推
薦
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、両
方
の
職
を
兼
ね
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
募
集
期
間
中
と
募
集
期
間
終
了
後
の
２

回
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
左
記
事
項
を

公
開
し
ま
す
。

　
①�　
推
薦
し
た
個
人
の
氏
名
、職
業
、年

齢
及
び
性
別

　
②�　
推
薦
し
た
法
人
・
団
体
な
ど
の
名

称
、目
的
、代
表
者
又
は
管
理
人
の
氏

名
、構
成
員
の
数
、構
成
員
た
る
資
格

及
び
そ
の
他
の
推
薦
し
た
者
の
性
格

を
明
ら
か
に
す
る
事
項

　
③�　
推
薦
を
受
け
た
者
又
は
応
募
し
た

者
の
氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
性
別
、
経

歴
及
び
農
業
経
営
の
状
況
及
び
認
定

農
業
者
で
あ
る
か
否
か
の
別

　
④�　
推
薦
又
は
応
募
の
理
由

　
⑤�　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
推
薦

又
は
応
募
し
て
い
る
か
否
か
の
別

　
⑥�　
推
薦
を
受
け
た
者
の
人
数
及
び
そ

の
う
ち
の
認
定
農
業
者
等
、青
年（
49

歳
以
下
の
者
）
及
び
女
性
の
人
数

　
⑦�　
応
募
し
た
者
の
人
数
及
び
そ
の
う

ち
の
認
定
農
業
者
等
、青
年（
49
歳
以

下
の
者
）
及
び
女
性
の
人
数

１　
業
務
概
要 

及
び 

募
集
人
員
等

●
業
務
概
要

　

�　
農
地
法
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
等
で
規
定
さ
れ
る
業
務
（
農
地

集
積
・
集
約
化
の
推
進
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
、新
規
参
入
の
促
進
な

ど
）を
担
当
す
る
区
域
で
行
う
ほ
か
、農

地
の
権
利
設
定
や
有
効
利
用
、農
業
経
営

な
ど
に
関
す
る
農
業
者
等
か
ら
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

●
募
集
人
員　
22
人

★ 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

第第
2525
期期  

農
業
委
員

農
業
委
員  

及
び
及
び  

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員  

を
募
集

を
募
集
し
ま
し
ま
すす

■
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

■
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

　
　
　
　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
加
治
川
庁
舎
内
）　
〒
９
５
９

　
　
　
　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局
（
加
治
川
庁
舎
内
）　
〒
９
５
９
‒‒
２
４
１
５

２
４
１
５  

新
発
田
市
住
田
５
１
０
番
地
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５
４

新
発
田
市
住
田
５
１
０
番
地
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５
４
‒‒
３
３
３
３
‒‒
３
１
１
９
）

３
１
１
９
）



7 令和５年１月号

●�
任　
　
期　
農
業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
日（
令
和
５
年
７
月
20
日
以
降
を
予

定
）
か
ら
農
業
委
員
の
任
期
ま
で

●�

報　
　
酬　
月
額
１
３
，２
０
０
円
に
、

市
長
が
別
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額

（
市
議
会
２
月
定
例
会
で
令
和
５
年
度
当

初
予
算
案
が
議
決
さ
れ
た
後
に
決
定
し

ま
す
。）

●
身　
　
分　
特
別
職
の
非
常
勤
職
員

●
区　
　
域

　

�　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
担
当

す
る
区
域
を
次
の
と
お
り
定
め
、そ
の
区

域
を
単
位
と
し
て
、農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
推
薦
及
び
募
集
を
し
ま
す
。

２　
被
推
薦
・
応
募
資
格

　
地
域
か
ら
の
信
頼
並
び
に
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意
及
び
識
見
を

有
し
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進

に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の

所
掌
に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
そ
の
職
務

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者
で
、
就

任
予
定
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
者

　
①�　
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
者

　
②�　
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行

を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

者

　
③�　
兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
政
委

員
会
の
委
員

３　
推
薦
・
応
募
受
付
期
間 

及
び 

手
続
き

　
募
集
要
項
及
び
推
薦
書
・
応
募
書
は
、

新
発
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
次
の
担
当
窓
口
及

び
豊
浦
・
紫
雲
寺
の
支
所
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。

●�

受
付
期
間　
令
和
５
年
１
月
30
日
（
月
）

か
ら
令
和
５
年
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

●
提
出
書
類　
推
薦
書
又
は
応
募
書

�　

�　
推
薦
書
・
応
募
書
は
、
令
和
５
年
２

月
28
日（
火
）ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
又
は
直
接
持
参
で
、

次
の
担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
期
限
内
必
着
。直
接
持
参
す
る
場
合
は

午
後
５
時
15
分
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
）。

　
新
発
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
治
川
庁
舎
内
）

　
　
〒
９
５
９
‒
２
４
１
５

　
　
新
発
田
市
住
田
５
１
０
番
地

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
５
４
‒
３
３
‒
３
９
３
０

　
　

E-m
ail

：�no
ugyo

u@
city.

shibata.lg.jp

４　
審
査
方
法

　
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
（
必
要
に
応

じ
て
面
接
等
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

５　
審
査
の
結
果
通
知

　
令
和
５
年
５
月
末
ま
で
に
応
募
又
は
推

薦
を
受
け
た
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

６　
そ
の
他

　
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
同
時
に
推
薦
、
応
募
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
が
、
両
方
の
職
を
兼
ね
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
募
集
期
間
中
と
募
集
期
間
終
了
後
の
２

回
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
左
記
事
項

を
公
開
し
ま
す
。

　
①�　
推
薦
し
た
個
人
の
氏
名
、
職
業
、

年
齢
及
び
性
別

　
②�　
推
薦
し
た
法
人
・
団
体
な
ど
の
名

称
、
目
的
、
代
表
者
又
は
管
理
人
の

氏
名
、
構
成
員
の
数
、
構
成
員
た
る

資
格
及
び
そ
の
他
の
推
薦
し
た
者
の

性
格
を
明
ら
か
に
す
る
事
項

　
③�　
推
薦
を
受
け
た
者
又
は
応
募
し
た

者
の
氏
名
、
職
業
、
年
齢
、
性
別
、

経
歴
及
び
農
業
経
営
の
状
況

　
④�　
推
薦
又
は
応
募
の
理
由

　

�

⑤�　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
同
時
に
推
薦
又
は
応

募
し
て
い
る
か
否
か
の
別

　
⑥�　
地
区
名
ご
と
の
推
薦
を
受
け
た
者

又
は
応
募
し
た
者
の
人
数
並
び
に
そ

の
う
ち
の
青
年
（
49
歳
以
下
の
者
）

及
び
女
性
の
人
数

地区名 地区の区域 人数

新 発 田

新栄町、富塚町、住吉町、舟入町、 
大栄町、御幸町、中曽根町、新富町、
東新町、本町、豊町１丁目、４丁目、 
諏 訪 町 、 中 田 町 、 小 舟 町 、 緑 町 、 
城北町、舟入、弓越、富塚、奥山新保、 
中 曽 根 、 高 浜 、 板 敷 、 東 塚 ノ 目 、 
中田、西名柄、島潟、道賀、長畑、 
桑ノ口、下名柄、中谷内、小舟渡

２

佐 々 木
佐々木、上中沢、西蓑口、飯島甲・乙、 
下興野、太田新田、飯島新田、鳥穴、 
砂山、曽根、日渡、則清、則清新田、 
西宮内、北蓑口

２

米 倉
赤 谷
五十公野

米倉、大槻、山内、中々山、滝谷、 
上赤谷、滝谷新田、江口、丑首、上内竹、 
下内竹、五十公野（小路、杉原、外城、 
上町、下町、七軒町、山王）、天ノ原、 
山崎、小見、古寺、上新保、下新保、 
金谷、豊町２丁目、豊町３丁目

３

松　　浦
大 崎 、 六 日 町 、 八 幡 、 八 幡 新 田 、 
小友、浦新田、浦、法正橋、松岡、 
荒川、上中山、新荒川、瑞波

２

川　　東

上大友、下大友、車野、西姫田、石喜、
敦 賀 、 下 高 関 、 下 岡 田 、 上 岡 田 、 
宮古木、小戸、板山、上車野、田貝、 
虎 丸 、 上 三 光 、 下 三 光 、 上 楠 川 、 
下 楠 川 、 東 姫 田 、 南 楯 、 上 羽 津 、 
下羽津、本間新田、長峰

３

菅　　谷

上荒沢、溝足、熊出、丸市、下中山、 
横山、上寺内、下寺内、〆切（蔵光）、
東宮内、中妻、黒岩、麓、上中江、 
下中江、北中江、中倉、蔵光、菅谷、 
小出、繁山、下石川、中川、丸山、
滝、上石川

２

豊　　浦 旧豊浦町の区域 ３

紫 雲 寺 旧紫雲寺町の区域 ２

加 治
加 治 川

館野小路、新保小路、茗荷谷、金津、 
〆切（早道場）、早道場、上館、新屋敷、 
下 中 、 下 今 泉 、 上 小 松 、 下 小 松 、 
三日市
旧加治川村の区域

３

◀ 農地利用最適化推進委員の担当区域と募集人数 ▶
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農
業

委
員

会
広

報
1
月
号

N
o.50

さ
わ

や
か

は
私

た
ち

が
編

集
し

ま
し

た
。

編
集

委
員

長
	

湯
淺

　
生

夫
編

集
委

員
	

髙
木

　
辰

夫
・

牧
野

　
和

夫
・

杉
林

　
　

武
	

近
藤

　
勇

二
・

阿
部

　
國

範
・

若
杉

智
代

子
・

川
﨑

　
義

明
・

伊
藤

　
　

栄
	

宮
島

　
隆

行
・

井
上

　
　

寿
・

佐
藤

　
健

一
・

加
藤

　
雅

之

今回は佐々木地区の佐々木ドローン組合さん
へおじゃましました。�（担当：伊藤 栄委員）

　

佐
々
木
ド
ロ
ー
ン
組
合
は
佐
々
木

地
区
に
あ
る
㈲
佐
々
木
耕
起
組
合
・

（
農
）
ミ
ム
ラ
・（
農
）
ニ
ュ
ー
エ
コ
ラ

イ
ス
の
３
組
織
で
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を

共
同
購
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
か
ら

４
名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
集
ま
り
令

和
３
年
か
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
主
に
夏
の
水
稲
防
除

で
、
そ
の
他
に
大
豆
防
除
や
水
稲
の

穂
肥
・
中
後
期
除
草
剤
の
散
布
が
あ

り
ま
す
。

　

実
績
と
し
て
、
受
託
も
含
め
令
和

３
年
に
延
べ
60
ha
、
令
和
４
年
に
は

延
べ
１
８
０
ha
を
散
布
し
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
小
規
模
な

面
積
で
も
作
業
が
可
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
無
人
ヘ

リ
防
除
が
で
き
な
い
よ
う

な
田
ん
ぼ
に
も
対
応
で
き
、

ま
た
作
業
を
細
か
く
計
画

で
き
る
の
で
適
期
に
散
布

が
で
き
て
、
薬
剤
・
肥
料

の
効
果
を
さ
ら
に
生
か
せ

る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。

　

今
後
は
他
の
生
産
者
か
ら

の
作
業
受
託
面
積
を
増
や
し

て
い
き
た
い
の
と
同
時
に
、

作
業
に
あ
た
っ
て
は
安
心
・

安
全
・
無
事
故
に
最
大
限
努

め
て
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

㈲
佐
々
木
耕
起
組
合

　

 （
０
２
５
４
‒
２
７
‒
７
９
６
０
）

「
ド
ロ
ー
ン
な
ら
お
任
せ
く
だ
さ
い
」

「
ド
ロ
ー
ン
な
ら
お
任
せ
く
だ
さ
い
」

　西暦2023年、和暦令和５年になりました。

　常識となった新型コロナウイルス対策、ウクラ

イナを始めとする世界情勢、それに伴う各種の価

格上昇、輸入に依存してきた日本農業を大きく変

えなければ生き残れない時代が来ました。

　大きな初期投資をしなければ安定生産できない

農業は生き残れるのでしょうか。地域で農業・農

地の将来を考えずに生き残れるのでしょうか。将

来の日本を担う若者が就農するのでしょうか。

　今まで以上に課題の多い時代になりました。そ

の中で現状を維持するのか、将来を見越して行動

するのか、目標を明確に決めて経営を行わなけれ

ば直ぐに時代の波にのまれてしまいそうです。こ

の試練を乗り越える経営力が試される年に令和５

年はなりそうです。

（宮島 隆行委員）

■
発

行
　

新
発

田
市

農
業

委
員

会
　

☎
 0
2
5
4
-3
3
-3
1
1
9

　
　

　
　

〒
959-2415 新

発
田

市
住

田
510番

地
 FA
X
 0254-33-3930

■
印

刷
　

島
津

印
刷

株
式

会
社

インフォメーション

　田は、作付けが始まると、権利の調
整が難しくなりますので、原則として
４月が売買や貸し借りの権利移転の最
終月になります。
　田の売買や貸し借りを予定されてい
る方は、早めに農業委員会へ書類を提
出してください。受付の再開は８月
14日（月）からです。

◎�畑は、作物の権利調整がついていれ
ば、売買や貸し借りの書類を通年で
受け付けています。

農地(田)の権利移転の手続きは
４月25日(火)までに

編◆集◆後◆記編◆集◆後◆記

写真右から
㈲佐々木耕起組合 荒井邦友さん、（農）ニューエコライス 木村健次さん、

（農）ミムラ 小野敏さん、（農）ミムラ 蜂谷誠基さん


